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本館展示の新構築とその心
Ί40年ぶりの改変をおえて†Ί

須　藤　健　一＊

はじめに

　みなさん。おはようございます。

　朝早くから，これほど多くの方にお集まりいただきましてありがとうございます。

暖かくなり自然文化園の梅の花がみなさんを呼んだのでしょうね。

　私は 2017（平成 29）年 3月で，8年間勤めました国立民族学博物館（みんぱく）

から，ようやく解放されることになりました。8年前にみんぱくに来たときにMMP

はじめに

1 みんぱく今昔

 1.1 渋沢敬三とアチック・ミューゼアム

 1.2 大阪万博とみんぱく

 1.3 写真によるみんぱく前史

2 みんぱく創設時の展示構想と開館

 2.1 研究博物館と地域展示

 2.2 展示の基本構想と手法

 2.3 写真の語る開館期の展示

3 みんぱく 40年ぶりの新構築

 3.1 フォーラム展示とグローカル展示

 3.2 新しい展示構想の実践

 3.3 写真に見る新構築展示

4 みんぱくの美術展示と国際貢献

 4.1 美術館と博物館のあいだ

 4.2 国際連携展示の推進

おわりに

 1 みんぱくのこれから

 2 Info-Forum博物館の構築

† 本稿は，2017年 2月 15日に本館のボランティア・グループ「みんぱくミュージアム・パー
トナーズ（MMP）」のステップアップ講座において講演した内容を大幅に加筆修正した論考
である。

＊国立民族学博物館長
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（Minpaku Museum Partners）という，みなさまのボランティアグループがみんぱくに

貢献してくださる団体に発展していることを初めて知りました。1993年（平成 5年）

に神戸大学国際文化学部に移ったものですから。MMPは創設から 13年目ですよね。

MMPは博物館の教育普及活動と展示活動の補助のみならず，市民の生涯活動を支

援し，市民に活動の場を提供することを目的に結成されました。実際のボランティア

活動は，1998（平成 10）年の特別展「大モンゴル展」からはじめられたと聞いてい

ます。

　私が館長になってからも，特別展，ワークショップや来館者サービスなどにたいす

る皆さまの活動が良く目にはいるので，皆さまには心より敬意を表してきておりま

す。それで，皆さまから何か要請がありましたら，ほかの事はさしおいて，優先して

お応えしてきたつもりでございます。MMPの皆さまとの公的なお付き合いは今日が

最後になると思います。ちょうど来月に本館展示の新構築も完了しますので，その構

想やコンセプトを含めてみんぱくの展示への私の思いを 1時間ばかりの時間で話した

いと思います。

　それではパワーポイントにしたがって話をすすめます。

　今日お話ししますことは，盛りだくさんで 1章から 4章まであります。

　1974（昭和 49）年 6月にみんぱくができるまで，1935（昭和 10）年の渋沢敬三ら

の「財団法人日本民族博物館設立」計画から 42年，みんぱくの創設からも今年で 42

年になります。第 1章では，みんぱく今昔物語，主として前史について話します。

　みんぱくは，1974年の創設から 3年半後の 1977（昭和 52）年 11月に開館します。

世界第一流の博物館を目指した展示をいかなるコンセプトでどのように実施して開館

にこぎつけたのかについての話が第 2章です。それから，2008年から 40年ぶりの本

館の常設展示の改築，つまり新構築が始まりましたが，そのときのコンセプトが何で

あって，新しい展示のねらいは何なのかについてが第 3章です。皆さまには新構築を

おえた本館展示の各展示場における新しい展示内容や演示の方法がその構想にそって

いるのかどうかを検証していただきたいと思います。第 4章では，博物館と美術館に

おいては，同じ造形物でも展示が全く違う美の基準と意味づけがなされますが，その

ことについての私の考えを述べます。そして，博物館と美術館の造形物の展示の壁を

低くするにはどうすればよいのかということを含めてお話します。
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1　みんぱく今昔

1.1　渋沢敬三とアチック・ミューゼアム

　みんぱくができるにあたっては，渋沢敬三のお力なくしては，この博物館はできま

せんでした。渋沢敬三の名前をご存知の方はいらっしゃいますか？多くの方が知って

おりますね。皆さまの博学に安心しました。渋沢栄一という明治初期に日本の金融・

銀行のシステムをつくった方のお孫さんです。敬三も銀行マンです。お爺さんは第一

銀行をつくりましたが，祖父の銀行に勤務しないで，敬三は横浜正金銀行に入行しま

す。1921（大正 10）年東京帝国大学経済学部を卒業してからのことです。そしてそ

の翌年からロンドン支店勤務となります。

　渋沢敬三は 1922（大正 11）年から 3年のあいだに，ロンドンに限らずパリやベル

リンやストックホルムなどを訪れては，博物館や美術館を見てまわります。大英王立

地理学会からフェローに推薦されています。渋沢は，ヨーロッパの第一流の国々には

「民族学博物館」というものが国をまとめる文化の殿堂として存在しているのになぜ

日本にはないのかという疑問をもちます。1921（大正 10）年ごろになりますと，日

本は台湾，朝鮮半島，南洋群島，樺太などの植民地統治をしています。そして，欧米

列強に伍して，経済的にも軍事的にも国力を強めてきました。しかし，渋沢は，海外

の事情や異民族というものに対する日本国民の無関心さと，世界各地の人びとがつ

くった文化や文化遺産を知ろうという日本人の好奇心や関心の低さに愕然とします。

　1925（大正 14）年に帰国すると渋沢敬三は仲間たちとアチック・ミューゼアム

（ATTIC MUSEUM）の収集活動を本格化させます。アチックとは屋根裏部屋ですから

「屋根裏部屋の博物館」ということになります。当時，東京の三田に渋沢家の大邸宅

があり，渋沢は中学生時代からそこの車庫の 2階を自分や友人の集めたものの収納場

所にし，アチック・ミューゼアムと名づけていました。しかし，収集活動が本格化す

るのはロンドンからの帰国後の昭和初期以降です。そのころのアチック同人には，早

川考太郎，高橋文太郎，岡正雄，小川徹，岩倉一郎，桜田勝徳，宮本馨太郎など 30

名をこす研究者の卵がいました（近藤編 2001: 148）。渋沢は，研究同人たちとともに，

「よし，これから全国のだるまを集めよう」「次はわらじだ」と，日本のあらゆる生活

用具を集めはじめます。彼はそれに「民具」という新しい名称をつけて，1935（昭和

10）年までの 10数年間で約 2万点の民具を集めます。
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　日本だけでなく当時高砂族とよばれた台湾原住民族，朝鮮半島の蔚山や多島海，南

洋群島，そしてアイヌや樺太にも研究仲間を派遣して調査と民族資料の収集を行いま

した。その調査者には，前述の同人のほかに，鹿野忠雄，馬淵東一，知里真志保など

も加わり，台湾やアイヌの民具が集められました。ものを集めるのはただで集められ

るものではありません。渋沢は地方に出かけて民具を収集する研究者仲間に資金を出

して人びとの生活やものの調査と収集にあたらせたのです。そして，集めた民具の整

理と研究を行いました。たとえば，1930（昭和 5）年ころからは，アシナカ（足半，

かかと部分のない草鞋）の機能や形態などの比較研究をする共同研究も組織しまし

た。渋沢は，仕事を終えてから仲間たちと民具の話や研究を夜遅くまでするのが楽し

みでした。また，休日には自ら収集に出かけていますし，銀行から休暇をとって国内

だけでなく朝鮮半島や台湾へ収集の調査旅行に出かけています。

　渋沢敬三が民具の収集とその研究に情熱を燃やしたのは，昭和初期に生活様式の変

化が著しく日頃の生活で使われている生活用具がなくなっていく現実を目にしたから

です。渋沢は，「生活器具ノ如キハ，一日空シウスル事ハ，悔ヲ百年ニ胎ス憾ガアリ

マス。Ί中略Ί将来斯種ノ機関ガ組織サレル迄ノ期間ヲモ，Ί中略Ί私共ノ企ガ

出発シマス。」（宮本馨太郎 1965: 278）と研究仲間に呼びかけています。将来ある機

関ができるまでとは，民族学博物館の設立が念頭にあったのです。渋沢は，まず

1934（昭和 9）年に東洋史の白鳥庫吉らと日本民族学会を設立します。翌年には，学

会附属の民族学研究所をつくり，研究仲間に周囲民族（台湾，朝鮮半島など）の調査

研究と民具収集を指示するとともに，研究員をおいて機関誌『民族学研究』を発刊し

ます。理事としての渋沢は学会創設，研究所の運営およびその後の日本民族学会の研

究活動に積極的に財政支援をしています。この民族学会を母体として渋沢は，理事長

の白鳥らと翌年に「民族博物館設立」の構想と計画をかため，1936（昭和 11）年に

文部省にその建議書を提出しました（宮本常一 1965: 50）。しかし，日中戦争が起き

て国家財政がひっ迫しており国立の民族博物館設立の夢はかないませんでした。

　渋沢敬三は「首都の東京に民族学博物館一つないようでははじまらん」と，自ら博

物館の建設にとりかかります。アチック仲間の協力で保谷（現西東京市）に 8千坪の

土地を購入し，野外博物館を設立します。建物は建設会社の倉庫を譲り受け，1937

（昭和 12）年に建物を建て，1939（昭和 14）年に日本民族学会附属民族学研究所に附

属する民族学博物館として開館します。渋沢はそれまでに収集した 2万点余の民具を

博物館に移転し土地と建物とともに日本民族学会に寄贈します。そして，この民族学

研究所には，古野清人，有賀喜左衛門，宮本馨太郎，馬淵東一ら 14名の研究員を配
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置して博物館の管理運営にあたらせました（宮本馨太郎 1978: 4）。その後も博物館は，

国内や植民地での調査と収集活動を続けます。この研究者の研究活動をふくめた運営

費は全額，渋沢のポケットマネーでまかなわれました（佐野 2009: 211）。また，渋沢

は，伊豆地方の漁業の歴史や漁業経済学の研究基盤をきずくとともに，民族学，民俗

学，宗教学，農村経済学，農学，生物学などの研究者からなる調査団を組織し，薩南

諸島や瀬戸内で学際的な総合調査を行っています。

　しかし，太平洋戦争がはじまり，1942（昭和 17）年民族学会は財団法人民族学協

会となり，博物館もそこに移管されました。戦中は博物館の資料や研究所の疎開など

を余儀なくされます。渋沢は，戦争末期に日銀総裁，戦後には大蔵大臣に就任します

が，渋沢家は財政的に博物館を維持することが困難になりました。渋沢は日本民族学

協会（財団法人民族学協会の改組・改称）の会長をつとめ，民族学博物館を 1949（昭

和 24）年に再開します。そして，建物の老朽化が進んだこともあり，日本民族学協

会は文部省へ収蔵庫の建設を要望し，1962（昭和 37）年に文部省資料館が建設され

ました。渋沢は，「将来国立の民族学博物館ができたらすべてを移管すること」を条

件に 2万点余りの民具資料を文部省に寄贈しました。

　渋沢敬三は，昭和の初めから民具収集だけでなく，民族学や民俗学などの若手研究

者の調査研究を支援し，学術雑誌の発行や書籍の刊行などの財政援助も行い，多くの

人材を育成しました。また，日本民族学会（現日本文化人類学会）もその創設期から，

現在に至るまで保谷の土地と博物館の寄贈を受けるなど渋沢の支援を受けて発展して

きました。渋沢敬三は，1963（昭和 38）年に亡くなりますが，晩年に「人をつくり，

本をつくった。ありがたいことだ」と語ったと息子の雅英は書いています（渋沢 1966: 

111–112）。つまり，13名のアチック同人が博士の学位を取得し，大学等の研究職に

つくことができたのです。

　1960（昭和 40）年代から日本の経済が飛躍的に発展し，日本企業が東アジア・東

南アジアに進出しはじめます。日本の企業は，本国の経営方針や労働規則をそのまま

現地に適用したために大きな文化摩擦が起きました。故田中角栄首相がインドネシア

訪問中に卵を投げられるという事件も起きました。日本の経営論理をもって東南アジ

アへ進出し，日本の労働慣行というものを現地の人に押しつけるという経済進出は多

くの問題を抱えることになりました。現地の人びとの労働慣行では，お金（給料）を

もらえばしばらく休んで良い，つまり会社に行かなくても良いという労働観がかつて

はありました。

　そのような経験をすることで，日本の企業や日本の人びとが，海外に出て，現地の
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人びととお付き合いするには，現地のことば，習慣，歴史，文化などを知ることが必

要になりました。現地の人びとの生き方や労働観などの知識なくしては日本の海外企

業は立ち行かないということがわかってきました。そのような状況のもと，ようやく

日本と異なる社会の人や文化のこと，言葉や習慣を習得するための研究機関や組織が

必要であることに気づきました。それが民族学博物館の創設につながってくるのです。

　1964（昭和 39）年には，日本民族学協会から分離独立した日本民族学会を中心に，

日本人類学会，日本考古学会，日本民俗学会などが「国立民族学研究博物館（仮称）

設置」について，文部大臣や政府関係方面に要望書を提出し，その実現に向けての運

動を展開します。翌年の 1965（昭和 40）年には，日本学術会議からその設置につい

て内閣総理大臣あてに勧告が出されました。その後も，民族学会の理事たちは，文部

省や関係諸機関へ根気強く説得を続けました。そしてついに，1971（昭和 46）年に

「国立民族学研究博物館（仮称）に関する調査会議」が設置され，1973（昭和 48）年

の創設準備室の開設へとつながったのです。

　1930年代からの白鳥や渋沢らの学会理事たちは，学会をベースに研究者たちと民

族学博物館設立に向けての我慢強い努力をしました。その結果，1960年代に大きな

転換期を迎えます。その動きに拍車がかったのが大阪の日本万国博覧会の開催です。

この万博のテーマ館の総合プロデューサーは岡本太郎でした。

1.2　大阪万博とみんぱく

　梅棹忠夫は大阪万博が始まる数年前から研究仲間たちと万博を考える会を組織し

て，どういう万博をするのかを考えていました。政府から万博のテーマ作成を依頼さ

れ，「人類の進歩と調和」を編みだしました。さらに，万博の開会式の首相のあいさ

つ文も梅棹たちのグループが作成したと聞いています。梅棹は大阪万博に日本の将来

をかけて大きなエネルギーを投入しておりました。一方，万博のテーマ館のプロ

デューサーとして岡本太郎も自分の夢を実現するべく活動しました。

　岡本はパリで長いあいだ生活し，著名な民族学者マルセル・モースなどから民族学

の薫陶を受けました。岡本は，パリのトロカデロの「人類博物館」に通いながら，世

界の仮面や神像に人間が自然と闘いながらたくましく生き抜いてきた誇らかな証を見

出していたようです（大杉 2008: 153）。岡本は万博開催の 3年前の 1967（昭和 42）

年にテーマ・プロデューサーを引き受け，「『ベラボーなもの』をつくる」と宣言しま

す。それが太陽の塔を中心に，地下（過去），地上（現在），空中（未来）の空間スペー

スで展開されます。この発想は，日本の縄文文化への岡本の強い関心，人間の心の原
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点は縄文にありきという構想にむすびつくといえます。その縄文イメージというもの

を太陽の塔の地下世界において世界の神像・仮面でもって表現したのです。つまり，人

間の深い悩みの深淵をあらわすのは祈りの世界を構成することであると考えたのです。

　このなかでも，地下の展示空間，つまり「過去の根源の世界には，どうしても見せ

もの，作りものではない，人間文化の切実であり，誇らかな証拠を置きたい」という

構想から，世界の諸民族の生活用具や仮面や彫像を収集・展示する考えが浮かびまし

た（岡本・泉・梅棹編 1970: 2）。この考えを実現したのが，当時東京大学の泉靖一と

京都大学の梅棹忠夫であった。二人は，1968（昭和 43）年に文化人類学・民族学の

若手研究者 20名からなる「日本万国博覧会世界民族資料収集団」を結成し，世界各

地で民族資料の収集作業に入りました。1968（昭和 43）年からの半年間で，仮面 500

点，神像 300点，生活器具・生活用品 1200点など総計 2600点が集められました（梅

棹編 1973: 333）。

　これらの世界の民族資料のうち仮面と神像は，太陽の塔の地下世界の「祈り」の

コーナーに金色の太陽を囲むように展示されました（写真 1）。岡本太郎は日本にパ

リやメキシコ同様の民族学博物館をつくることが長年の夢でした。そして，万博終了

後，岡本は，明治百年の記念事業検討委員会など，種々の会議に出席しては「民族学

博物館」の設立を提案していました。岡本が大阪万博を契機に世界の仮面・神像や生

活用具を収集する計画を考えた背景には，万博後に民族学博物館を設立するための種

をまくという戦略があったともいえます。

　太陽の塔の地下世界に展示された民族資料は，万博終了後一時，万国博記念協会に

保管されていましたが，1977（昭和 52）年の国立民族学博物館の開館後は，その一

部がみんぱくに移管され，現在はすべての資料がみんぱくに寄贈されています。

　みんぱくは 1974（昭和 49）年に法的に誕生し，1977（昭和 52）年春の建物が竣功

してから展示に取り掛かり，11月 15日に開館しました。開館当時のみんぱくには，

事務棟も未完成，講堂もなければ，特別展示館も，第 5展示場，第 6展示場，第 7展

示場，第 8展示場もない，今よりも小さな展示スペースでスタートします（写真 2）。

その時の常設展示場の面積は約 4,400平米で約 5,000点の民族資料を展示しました。

それ以降，増殖可能なメタボ建築の構造をいかし，つまり展示場の増築を繰り返し，

現在は第 6展示場が未完ですが，そのほかの展示場は 1996（平成 8）年に完成しまし

た。これにより，本館の常設展示場の面積は約 9,700平米に拡張しました。
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写真 2　竣功直後のみんぱく（1977年）と開館 30周年のみんぱく（2007年）。

写真 1　太陽の塔の地下世界の仮面と神像［平野編 2008: 48］。






































































































